
















要約:(1)学習障害児の早期発見の方策,(2)発見後の訓練・指導の方法論を検討することを

目的として,多摩療育園で過去10 年間に指導した学習障害児 20 例に,(イ)生育歴および幼

児期に示した問題と診断までの経路,(口)神経心理学的検査結果と実際に行った指導の成

果を調査した。その結果,早期発見の方策として,a.てんかん,未熟児など医療上の問題を

もつ子供たちの経過観察,b.現在保健所などで経過観察されている言葉の遅れ,多動など発

達上の問題を持つ子供たちの学齢期まで経過観察,c 就学後学業に特異的に問題をもつ子

供の検出,の 3 つのルートの併用が必要であることを明らかにした。発見後の訓練・指導

については,調査対象 20 症例が複数の神経心理学的基本障害をもち,それぞれの基本障害

に応じて異なる指導法が必要であったことから,神経心理学的な指導の方法論の確立が必

要であることを述べた。


